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身体的虐侍 

性 的 虐 侍 

ネグレクト 

心理的虐待 

児童虐待は社会全体で解決すべき問題です。 児童虐待は社会全体で解決すべき問題です。 児童虐待は社会全体で解決すべき問題です。 

さしのべた　その手がこどもの　命綱 さしのべた　その手がこどもの　命綱 さしのべた　その手がこどもの　命綱 

児童虐待の定義は… 

乳幼児揺さぶられ症候群 

児童虐待の定義は… 

乳幼児揺さぶられ症候群 

児童虐待の定義は… 

乳幼児揺さぶられ症候群 

身近な相談窓口（気軽に相談してください。秘密は厳守されます。） 

●子育て支援課（家庭児童相談室） ℡24－7066 
●学校教育課（教育相談室） ℡24－3749 
●健康推進室（中央保健福祉センター） ℡23－2788 
●北部家庭支援センター（福知山児童相談所） ℡22－3623 
●中丹西保健所 ℡22－6381

“11月は児童虐待防止推進月間です。” 
虐待を受けたと思われる 
子どもがいたら。 

ご自身が出産や 
子育てに悩んだら。 

子育てに悩む 
親がいたら。 

児童相談所（全国共通ダイヤル）や市町村の窓口ヘ連絡・相談ください。 

全国共通ダイヤル 

0570-064-000
児童相談所に電話がつながります。 

殴る、蹴る、投げ落とす、激しく揺さぶる、 

やけどを負わせる、溺れさせる　など 

子どもへの性的行為、性的行為を見せる、 
ポルノグラフィの被写体にする　など 

家に閉じ込める、食事を与えない、ひどく不潔にする、自動車の中に放置する、 
重い病気になっても病院に連れて行かない　など 

言葉による脅し、無視、きょうだい間での差別的扱い、子どもの目の前で家族 
に対して暴力をふるう(ドメスティック・バイオレンス:DV)など 

赤ちゃんを激しく揺さぶらないで 

身体的虐侍 

性 的 虐 侍 

ネグレクト 

心理的虐待 

なぐ 

ふ けつ 

おど 

おぼ 

け 

ぎゃく たい 
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いじめ根絶対策事業 平成25年
度 

　いじめ、自殺、児童虐待、人権問題、家庭崩壊などのニュースが連日報道されています。
　子どもたちがいのちの大切さをみつめ、自尊感情を育み、子どもたち自身があらゆる暴
力から自分の大切なこころと身体を守るために何ができるかを考えるため、ふくちやま
ＣＡＰによる人権教育プログラムを市内の小学校にて6月上旬から10月下旬にかけて開催
しました。 
　このプログラムは平成２４、２５、２６年度の3ヵ年度にわたり、全市小学校（中学校ブロッ
ク単位）で実施することとしており、本年度は2年目の年となっています。 

～いじめ・虐待を許さない学校、家庭、地域を築きましょう～ 

『ワークショップで伝える』 『ワークショップで伝える』 『ワークショップで伝える』 

おとなワークショップの様子 

こどもワークショップの様子 

ふ
く
ち
や
ま
Ｃ
Ａ
Ｐ 

　
子
ど
も
た
ち
が
「
安
心
」
し
て
「
自
信
」
を
持
っ
て

「
自
由
」
に
選
ん
で
生
き
て
い
け
る
社
会
を
創
る
こ
と

を
め
ざ
し
活
動 

学校教育課

キャップ 

つ
く 

安心！　自信！　自由！ 
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「
多
文
化
共
生
」
と
か
「
多
文
化
共
生
社

会
」
と
い
っ
た
言
葉
を
お
聞
き
に
な
っ
た

こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

　
　

平
成　

年
の
特
別
永
住
者
を
含
む
在

２４

日
外
国
人
の
人
口
は
、
全
国
で
２
０
８
万

人
に
お
よ
び
、
旅
行
や
仕
事
で
一
時
的
に

日
本
を
訪
れ
た
外
国
人
の
数
は
７
１
４
万

人
に
も
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
で
の
総
婚
姻
件
数　

万
件

７０

の
う
ち
、
約
３
万
件
が
国
際
結
婚
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
に
も
、
約
８
３
０
人
の
外
国
籍
の

人
が
居
住
さ
れ
て
お
り
、
出
身
国
も
中
国

や
韓
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
い
っ
た
ア
ジ
ア

だ
け
で
な
く
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ア
メ
リ
カ
な

ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
国
際
化
が
進
展
し
た
現
在

で
は
、
自
分
の
住
む
街
に
、
地
域
に
、
あ

る
い
は
隣
人
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
籍
、

宗
教
、
文
化
、
慣
習
を
持
つ
人
が
い
る
こ

と
が
決
し
て
珍
し
い
こ
と
で
は
な
く
な
り

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
価
値
観
・
考
え

方
を
持
つ
人
達
が
同
じ
地
域
の
住
民
と
し

て
、
共
に
街
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
を
進

め
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
時
代
と
な

り
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
と
き
に
、
す
べ
て
を
日
本
の

や
り
方
・
慣
習
に
あ
わ
せ
る
の
で
は
な
く
、

一
定
の
共
通
理
解
の
も
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の

多
様
性
を
認
め
合
い
な
が
ら
暮
ら
し
て
い

く
こ
と
を
「
多
文
化
共
生
」
と
か
「
多
文

化
共
生
社
会
」
と
い
い
ま
す
。

　

平
成　

年
に
実
施
し
た
本
市
人
権
問
題

２２

に
関
す
る
意
識
調
査
に
よ
る
と
、
多
文
化

共
生
と
い
う
社
会
の
あ
り
方
を
選
択
す
る

人
が　

・
6
％
と
過
半
数
を
超
え
、
増
え

53

つ
つ
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

一
方
で
、「
外
国
籍
の
人
が
増
え
る
と
治

安
や
風
紀
が
悪
く
な
る
」（
意
識
調
査　

・
16

3
％
）
と
い
う
意
見
の
よ
う
に
、
外
国
籍

の
人
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
対
し
不
安
を

感
じ
る
と
い
う
人
も
い
ま
す
。

　

実
際
に
、治
安
や
風
紀
が
乱
れ
る
、ル
ー

ル
や
マ
ナ
ー
を
守
ら
な
い
と
い
う
理
由
で
、

ア
パ
ー
ト
の
入
居
や
銭
湯
へ
の
入
店
を
断

ら
れ
た
と
い
う
事
件
も
起
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
う
し
た
ト
ラ
ブ
ル
の
多
く

は
、
日
本
の
ル
ー
ル
や
慣
習
を
知
ら
な

か
っ
た
り
、
慣
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が

原
因
で
す
。

　

国
籍
や
文
化
が
違
う
と
い
う
こ
と
で
、

相
手
を 
避 
け
る
の
で
は
な
く
、
一
歩
踏
み

さ

出
し
、
お
互
い
を
理
解
し
認
め
あ
う
た
め

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
お
互
い
よ
き
隣
人
と
な
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

■
生
涯
学
習
課（
℡　

‐
7
0
6
5
・　
　

24

ＦＡＸ
24

‐
4
8
8
0
）

日
本
の
常
識
は
、
世
界
の
非
常
識

日
本
の
常
識
は
、
世
界
の
非
常
識
！？
 

日
本
の
常
識
は
、
世
界
の
非
常
識

日
本
の
常
識
は
、
世
界
の
非
常
識
！？
 

日
本
の
常
識
は
、
世
界
の
非
常
識
！？
 

　
国
が
違
え
ば
、マ
ナ
ー
や
礼
儀
が
変
わ

る
の
は
当
然
で
す
が
、世
界
の
中
に
は
、

私
た
ち
が
当
た
り
前
に
し
て
い
る
こ
と
が
、

ま
っ
た
く
逆
の
意
味
で
と
ら
え
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
 

 残
さ
ず
食
べ
る
と
、失
礼
？
 

 　
中
国
で
は
、招
か
れ
て
食
事
を
出
さ

れ
た
場
合
は
、「
食
べ
き
れ
な
い
ほ
ど
の

十
分
な
も
て
な
し
を
受
け
た
」
と
い
う

意
味
を
こ
め
て
、少
し
食
事
を
残
す
の
が

マ
ナ
ー
で
す
。
全
部
食
べ
き
る
と
、「
食
事

が
足
り
な
か
っ
た
」
と
受
け
取
ら
れ
ま
す
。
 

 O
K
サ
イ
ン
は
N
G
？
 

 　
親
指
と
人
差
し
指
で
丸
を
作
っ
て
示

す
「
O
K
」
の
サ
イ
ン
。
私
た
ち
は
普
段

良
く
使
い
ま
す
が
、ブ
ラ
ジ
ル
で
は
、相
手

を
侮
辱
す
る
仕
草
に
な
り
ま
す
。
 

　
ま
た
、写
真
を
撮
る
と
き
に
良
く
使

う
ピ
ー
ス
サ
イ
ン
も
、ギ
リ
シ
ャ
で
は
侮

辱
す
る
仕
草
と
受
け
取
ら
れ
ま
す
の
で
、

旅
先
で
の
記
念
写
真
に
は
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。
 

ぶ
じ
ょ
く
 

誰誰誰誰誰誰
もももももも
がががががが
住住住住住住
みみみみみみ
やややややや
すすすすすす
いいいいいい
街街街街街街
づづづづづづ
くくくくくく
りりりりりり
をををををを
目目目目目目
指指指指指指
しししししし
てててててて

誰
も
が
住
み
や
す
い
街
づ
く
り
を
目
指
し
て　
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今
、
本
市
に
は
約
８
３
０
人
の
外
国
籍

の
人
が
住
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

る
の
に
不
安
を
感
じ
て
距
離
を
置
い
て
い

る
事
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

本
市
で
は
、
外
国
籍
の
人
も
同
じ
地
域

の
住
民
と
し
て
互
い
に
認
め
合
い
、
共
に

地
域
づ
く
り
に
参
加
で
き
る
�
多
文
化
共

生
�
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

同
じ
ま
ち
の
住
人
と
し
て
対
等
な
関
係

を
築
き
、
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
づ
く

り
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
民
間
の
国
際
交
流
団
体
・
個
人

会
員
で
構
成
す
る
、「
福
知
山
市
国
際
交
流

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」
と
連
携
し
、「
世
界

の
誰
も
が
輝
け
る
福
知
山
」
の
実
現
に
向

け
て
、
外
国
籍
市
民
生
活
支
援
事
業
、
国

際
交
流
発
表
会
な
ど
の
諸
事
業
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
事
業
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
京

都
府
の
国
際
セ
ン
タ
ー
と
も
連
携
を
と
っ

て
い
き
ま
す
。

　

京
都
府
国
際
セ
ン
タ
ー
は
、広
く
府
民
・

市
町
村
・
民
間
団
体
・
教
育
機
関
・
企
業

等
と
協
力
を
図
り
、
京
都
府
の
国
際
化
を

積
極
的
に
進
め
る
た
め
に
設
置
さ
れ
ま
し

た
。

　

京
都
府
の
国
際
化
に
関
す
る
情
報
等
に

つ
い
て
は
、
京
都
府
国
際
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
同
セ

ン
タ
ー
ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
公
益
財
団
法
人　

京
都
府
国
際
セ
ン
タ
ー

　

京
都
市
下
京
区
烏
丸
通
塩
小
路
下
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　

京
都
駅
ビ
ル
９
階

　

℡
０
７
５
‐
３
４
２
‐
５
０
０
０

　
　

０
７
５
‐
３
４
２
‐
５
０
５
０

ＦＡＸ

H
P
:http

://w
w
w
.kpic

.or
.jp
/

開
館
時
間：

午
前　

時
〜
午
後
６
時

１０

休
館
日：

毎
月
第
２
・
４
火
曜
日
、

　
　
　
　
　

祝
日
、
年
末
年
始

　

福
知
山
市
国
際
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

議
は
、
平
成
８
年
９
月
に
本
市
の
国
際
化

を
進
め
る
組
織
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。

　

当
時
は
、
仕
事
や
留
学
な
ど
に
よ
り
、

市
内
に
住
ま
れ
る
外
国
籍
の
人
の
増
加
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
国

際
交
流
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の

国
際
化
を 
促 
す
こ
と
が
、
世
界
に
開
か
れ

う
な
が

た
地
域
社
会
づ
く
り
に
必
要
で
あ
る
と
い

う
気
運
が
高
ま
り
、
懇
談
会
を
重
ね
、
正

式
に
組
織
を
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　　

国
際
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
で
は
、

加
盟
団
体
・
個
人
間
の
相
互
の
連
携
・
協

力
を
図
り
な
が
ら
、
国
際
化
を
図
る
た
め

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

■
福
知
山
市
国
際
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

議
事
務
局
（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
内
）

℡　

‐
7
0
3
3
・　
　

‐
6
5
3
7

24

ＦＡＸ
23

本
　
市
　

本
　
市
　
の
　
国
　
際
　
交
　
流
　
活
　
動

　
国
　
際
　
交
　
流
　
活
　
動
 

本
　
市
　

本
　
市
　
の
　
国
　
際
　
交
　
流
　
活
　
動

　
国
　
際
　
交
　
流
　
活
　
動
 

本
　
市
　
の
　
国
　
際
　
交
　
流
　
活
　
動
 

国際交流発表会（成美大学にて）

★
福
知
山
市
国
際
交
流

★
福
知
山
市
国
際
交
流
 

　
　
　

　
　
　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
と

会
議
と
は
★
は
★
 

★
福
知
山
市
国
際
交
流

★
福
知
山
市
国
際
交
流
 

　
　
　

　
　
　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
と

会
議
と
は
★
は
★
 

★
福
知
山
市
国
際
交
流
 

　
　
　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
と
は
★
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就
職
と
は
、
単
に
生
活
基
盤
を
安
定
さ

せ
る
た
め
の
経
済
活
動
に
と
ど
ま
ら
ず
、

自
己
実
現
を
果
た
し
豊
か
で
実
り
あ
る
社

会
生
活
を
営
む
う
え
で
、
極
め
て
重
要
な

意
義
を
有
し
て
お
り
、
人
生
を
左
右
し
か

ね
な
い
重
大
な
決
定
に
関
わ
る
も
の
で
す
。

　

一
方
、
企
業
に
と
っ
て
も
雇
用
と
は
、

も
っ
と
も
重
大
な
投
資
で
あ
っ
て
、
経
営

活
動
の 
根
幹 
に
位
置
す
る
重
要
な
問
題
で

こ
ん
か
ん

あ
り
ま
す
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
公
正
な
採
用
選
考
の
実

施
が
必
要
な
の
で
す
。
採
用
に
お
い
て
は

必
ず
、
本
人
の
適
性
、
能
力
が
作
業 
遂
行 

す
い
こ
う

能
力
に
適
合
す
る
か
ど
う
か
で
判
断
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

雇
用
主
に
は
、
採
用
方
針
・
採
用
基
準
・

採
否
の
決
定
な
ど
「
採
用
の
自
由
」
が
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
「
採
用
の
自
由
」
は
、
求
職
者

の
基
本
的
人
権
を 
侵 
し
て
ま
で
認
め
ら
れ

お
か

て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

国
民
誰
も
が
、
ど
ん
な
職
業
で
も
自
由

に
選
べ
る
「
職
業
選
択
の
自
由
」
は
、
憲

法
で
保
障
さ
れ
た
基
本
的
人
権
の
一
つ
で

す
が
、
不
合
理
な
理
由
で
就
職
の
機
会
が

制
限
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
実
現

さ
れ
ま
せ
ん
。

　

雇
用
主
に
は
、
応
募
者
に
広
く 
門  
戸 
を

も
ん 

こ

開
い
た
上
で
、
本
人
の
適
性
と
能
力
の
み

を
基
準
と
し
た
「
公
正
な
採
用
選
考
」
を

行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

採
用
選
考
時
の
個
人
情
報
の
収
集
な
ど

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
職
業
安
定
法

に
基
づ
く
指
針
に
よ
り
厳
密
な
規
定
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　

こ
れ
ら
以
外
の
個
人
情
報
で
あ
っ
て
も

そ
れ
を
収
集
す
る
際
に
は
、
本
人
か
ら
直

接
収
集
す
る
こ
と
が
原
則
で
す
。

　

本
人
以
外
か
ら
収
集
す
る
際
に
は
、
本

人
の
同
意
の
下
で
適
法
か
つ
公
正
な
手
段

に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

結
婚
や
就
職
に
か
か
る
身
元
調
査
を
な

く
し
て
い
く
た
め
に
は
、
自
分
自
身
が
身

元
調
査
を
し
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
人
が
訪
ね
て
き
た
り
、
隣
近
所
の
こ

と
を
聞
か
れ
た
と
き
に
も
、 
毅  
然 
と
し
た

き 

ぜ
ん

態
度
で
断
り
、
身
元
調
査
を
さ
せ
な
い
、

許
さ
な
い
こ
と
を
は
っ
き
り
伝
え
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

公
正
な
採
用
選
考
を
目
指
し
て

公
正
な
採
用
選
考
を
目
指
し
て　
　
　
　
　
　

企
業
に
と
っ
て
、
人
を 
雇 
う
と
い

や
と

う
こ
と
は
重
大
事
な
の
だ
か
ら
、

ど
の
よ
う
な
人
物
か
事
前
に
調
べ

る
の
は
い
け
な
い
こ
と
な
の
で

し
ょ
う
か
？

雇
用
主
に
は
「
採
用
の
自
由
」
が

認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
の

で
す
か
？

採
用
面
接
で
、
聞
い
て
は
い
け
な

い
個
人
情
報
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

人
が
訪
ね
て
き
た
り
、
電
話
で
隣

近
所
の
こ
と
を
聞
か
れ
た
と
き
に

は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う

か
？

本人に責任のない事柄本来自由であるべきもの

×本籍

×家族の構成、職業、収入

×住居とその環境
　（部屋数など）

×家庭の資産

×生い立ち

×尊敬する人物

×支持政党、加入団体

×思想、信条、宗教
 

応募者の適性・能力とはかかわりのない「本人に責任の
ない事柄」「本来自由であるべきもの」などは調べたり聞
いたりしてはなりません。

■生涯学習課（TEL24-7065・FAX24-4880） 

身元調査しない・させない・見逃さない 
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　この制度は…代理人や第三者などの本人以外に戸籍や住民票の写しなどが交付されたときに、

事前に登録された人にその事実を通知する制度です。これにより、不正取得が確実に発覚するた

め、戸籍などの不正取得防止の大きな 抑  止 力になります。
よく し

　戸籍大量不正取得事件…平成２３年１１月、東京都内の法律事務所に所属する司法書士や元弁護士

が、その権限を悪用し戸籍謄本などを不正に取得したことが明らかになりました。戸籍などの情

報は結婚や債権に 絡 む身元調査に利用されていることが明らかになり、全国で１万件以上の不正
から

取得が発覚、京都府内でも１３０件、市内で５件の不正請求が確認されました。本市は実際被害に 遭 
あ

われた人たちにその事実を告知し、面談させていただき、また、不正取得した司法書士などには抗議

文書を通告しました。

　近年、こうした調査会社などの依頼を受けて第三者が住民票などを不正取得し、情報を売買す

る事件が起きています。個人情報を知ることで、結婚や就職の際の身元調査、ストーカー行為、

高齢者世帯への 詐  欺 行為などに悪用されると考えます。
さ ぎ

　ご自分やご家族のプライバシーを守るためにぜひ、登録をご検討ください。
①登録できる人

　本市に住民登録または戸籍がある人（過去にあった人）

②登録に必要なもの

運転免許証、住基カード、パスポートなど、本人確認できる書類

法定代理人の場合は、併せてその資格を証明する書類（戸籍謄本など）

法定代理人以外の代理人の場合は、併せてその資格を証明する書類（委任状と委任者の本人確

認書類）

③対象となる証明書

　住民票の写し（除票を含む）／戸籍の附票の写し（除附票を含む）

　戸籍謄本または抄本（除籍・改製原戸籍を含む）

④受付及び問い合わせ窓口

市民課（℡ 24-7014・FAX23‐9780）または各支所窓口相談係まで

「事前登録型本人通知制度」の 
利用登録を受け付けています 

●まず登録を ●登録後本人以外に住民票などを交付したときは 

� 
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Ｄ
Ｖ
を

知
っ
て
く
だ
さ
だ
さ
い

Ｄ
Ｖ
を

知
っ
て
く
だ
さ
だ
さ
い

Ｄ
Ｖ
を

知
っ
て
く
だ
さ
い

Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
と
は
、

人
権
推
進
室

　
毎
年
、
１１
月
１２
日
か
ら
１１
月
２５
日
ま
で
は
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を

な
く
す
運
動
」
期
間
で
す
。
こ
の
運
動
期
間
を
き
っ
か
け
に
 

女
性
に
対
す
る
暴
力
に
つ
い
て
考
え
、
暴
力
の
な
い
社
会
 

づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。
 

あ
な
た
の
家
庭
は
安
心
し
て
く
つ
ろ
げ
る
場
所
で
す
か
？

―
こ
れ
ら
の
行
為
は
Ｄ
Ｖ
に
見
ら
れ
る
一
例
で
す
―
 

　
Ｄ
Ｖ
は
身
体
を
傷
つ
け
る
暴
力
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
加
害
者
は
い
く
つ
か
の
種
類

の
暴
力
を
複
合
的
に
使
い
、
相
手
を
自
分
の
思
い
通
り
に
し
よ
う
と
し
ま
す
。 

デ
ィ
ー
ブ
イ

子どもを巻き込んだ暴力

心を傷つける暴力

身体を傷つける暴力監視して社会から孤立
させる暴力

・夫はかっとすると、すぐに
手が出る。首を絞められ、
意識を失ったこともある。

・外で髪の毛をつかみ、引
きずり回されたり、階段か
ら突き落とされたりした。
・私と子どもは、いつも夫
の機嫌を伺いならが暮ら
している。

・「お前はバカだ。女は
黙って言うことを聞いて
いればいい」と私を使用
人のように扱い、発言権
を与えない。
・壁に物を投げつけたり、
私が可愛がっているペッ
トを虐待したりする。
・刃物をちらつかせる。一
緒に乗っている車を暴走
させて脅す。
・いつ何どき本当に傷つけ
られるかわからないので
怖い。

・子どもの目の前で暴力を
振るう。

・子どもに私の悪口を言わ
せる。
・「子どもを傷つけるぞ」と
脅したり、「子どもを置い
てお前だけ出て行け」と
言ったりする。
・子どもが小さいので、私
さえ我慢すれば良いのだ
ろうかと悩んでいる。【Ｄ
Ｖの目撃は児童虐待です】

・私が親、きょうだい、友人
と付き合うことを禁じ、孤
立させる。

・メールの通信記録を
チェックしたり、いつ、
どこで、誰と会うのか、何
時に帰るのかなど、いち
いち私の行動の監視や、
制限をする。

・出かける時は夫の許可
がいる。

性を強要する暴力

・性行為を強要する。
・避妊に協力をしない。
・中絶をするかしないかも
夫が勝手に決める。

・私が拒否をすると怒りだ
すので、逆らわないように
している。

暴力の種類暴力の種類

かん し 

うかが

経済的に困らせる暴力

・夫は「誰のおかげで食っ
ていけると思っているんだ」
と、私のお金の使い方を
一方的に責め、自分は自
分勝手に使う。

・収入や財産を隠し、生活
費を少ししか渡してくれな
いので、私のパート収入
と実家からの援助でやり
くりをしている。

かく

だま

ぎゃくたい

おど
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恋
人
同
士
の
間
で
お
こ
る
暴
力
の
こ
と
で
す
。
楽
し
い

は
ず
な
の
に
息
苦
し
さ
や
恐
怖
を
感
じ
た
ら
、
そ
れ
は

「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
」
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
「
相
手
を
大
切
に
す
る
」＝「
言
い
な
り
に
な
る
こ
と
」で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

本
当
は
嫌
だ
け
ど
、
嫌
わ
れ
た
く
な
い
か
ら
「
イ
ヤ
だ
」

と
言
え
な
か
っ
た
り
、
独
占
さ
れ
る
こ
と
が
愛
さ
れ
て
い

る
こ
と
だ
と 
勘  
違 
い
し
た
り
し
て
、「
Ｄ
Ｖ
」
だ
と
気
が
つ

か
ん 
ち
が

か
ず
、
行
為
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

自
分
の
気
持
ち
も
相
手
の

気
持
ち
も
大
切
に
で
き
る
関

係
を
つ
く
る
た
め
に
、
嫌
な

事
は
「
イ
ヤ
だ
」
と
伝
え
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

で
も
、
な
か
な
か
言
え
な

く
て
悩
ん
で
し
ま
う
時
は
、

誰
か
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　本市では、デートＤＶの予防・啓発を目的
にＷＩＴＨ　ＹＯＵの皆さんが中学・高校の授業
に出向き、デートＤＶについて理解を深めて
もらうための講座【ワークショップ形式】を
実施しています。
＊ＷＩＴＨ　ＹＯＵ＝市民による人権学習サークル団体

こんなことしたり・されたりしたことある？

□　「デブ」「ブス」「バカ」などと呼ぶ。

□　相手の服装や行動を細かくチェック。

□　気に入らないことがあると大声で 怒  鳴 る。
ど な

□　フキゲンになる。無視する。

□　相手の友人関係を制限し、孤立させる。

□　物を 壊 す。たたく。 蹴 る。
こわ け

□　いつもお金を払わされる。

□　借りたお金を返さない。

□　嫌がっているのに体を触ったり、性的行為を

強要する。

□　避妊に協力しないし、責任も取らない。

　
　

男
性
の
た
め
の
電
話
相
談

（
男
性
臨
床
心
理
士
に
よ
る
電
話
相
談
）

　

＊
相
談
は
無
料
・
電
話
代
は
個
人
負
担
・
予
約
不
要

 
時　
　

月　

日（
木
）　

午
後
５
時　

分
〜
８
時

１１

２１

３０

専
用
電
話
／
℡　

‐
７
０
８
５

２４

　
　

女
性
相
談

（
女
性
問
題
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
面
談
相
談
）

　

＊
相
談
は
無
料
・
要
予
約

 
時　
　

月　

日
、　

月　

日
、
平
成　

年
１
月　

日
、

１１

２８

１２

１２

２６

１６

 　
　

２
月　

日
、３
月
６
日
・　

日（
各
日
、木
曜
日
）

１３

２０

①
午
後
１
時
〜　

②
午
後
２
時
〜　

③
午
後
３
時
〜

　

お
ひ
と
り
１
時
間
。
各
日
３
人
ま
で

 
所　

人
権
推
進
室
（
市
役
所
２
階
）

予
約
・
問
合
せ
先
／
人
権
推
進
室
男
女
共
同
参
画
推

進
係
（
℡　

‐
７
０
２
２
・　
　

‐
６
５
３
７
）

２４

ＦＡＸ
２３

相談窓口はこちら

２４‐７０２２
人権推進室
平日８：３０～１７：１５

ＤＶ専用電話
２２‐９９１１

京都府北部家庭支援
センター
平日９：００～１７：００

２２‐０１１０
福知山警察署
２４時間対応

　「これってＤＶじゃないかな？」と思っ
たら相談してください。
　相談内容や秘密は固く守ります。
＊命に危険がある場合は迷わず１１０番し
てください。

デートＤＶって？ 
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日
本
の
高
齢
化
は
、
世
界
に
も
類
を
見

な
い
ス
ピ
ー
ド
で
進
行
し
て
い
ま
す
。
高

齢
化
率
は
今
後
も
上
昇
し
、
平
成　

年
に

７２

　

・
９
％
に
な
る
予
測
で
す
。
な
お
平
成

３９
　

年
に
は
こ
れ
ま
で
日
本
の
高
度
経
済
成

３７長
期
を
支
え
て
き
た
い
わ
ゆ
る
「 
団  
塊 
の

だ
ん 
か
い

世
代
」
が　

歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
に
な

７５

り
、
高
齢
者
人
口
の
増
加
の
ピ
ー
ク
が
訪

れ
ま
す
。

　

高
齢
に
な
る
と
、
加
齢
や
病
気
の
た
め

に
認
知
症
を
発
症
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

認
知
症
の
高
齢
者
も
増
加
し
て
い
く
こ
と

が
予
測
さ
れ
て
い
て
、
平
成　

年
に
は
４

３７

７
０
万
人
に
上
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
認
知
症
と
は
？

　

認
知
症
と
は
、
加
齢
や
病
気
な
ど
の
い

ろ
い
ろ
な
原
因
で
脳
の
細
胞
が
死
ん
だ
り
、

働
き
が
悪
く
な
っ
た
り
し
た
た
め
に
、
記

憶
障
害
や 
見  
当  
識
障
害 
（
※
）、
理
解
力

け
ん 
と
う 
し
き
し
ょ
う
が
い

や
判
断
力
の
低
下
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
障

害
が
起
こ
り
、
生
活
す
る
う
え
で
支
障
が

出
て
い
る
状
態
を
指
し
ま
す
。

　

認
知
症
は
誰
で
も
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
近
年
で
は
、
早
期
の
診
断
、
治
療

に
よ
っ
て
、
認
知
症
の
進
行
を
薬
で
遅
ら

せ
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
さ
ら
に
家
族
や
地
域
社
会
の
住
民

が
認
知
症
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
認
知

症
の
人
と
の
接
し
方
を
工
夫
す
る
こ
と
で
、

症
状
を
和
ら
げ
、
お
互
い
に
よ
り
良
い
関

係
を
築
く
こ
と
が
出
来
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

※
見
当
識
障
害
と
は
…
時
間
、
場
所
、
周
囲
の

状
況
な
ど
自
分
の
お
か
れ
て
い
る
環
境
が
正

し
く
認
識
で
き
な
い
状
態

　

本
市
で
は
、家
族
や
地
域
・
医
療
・
介
護
・

行
政
関
係
者
な
ど
の
認
知
症
の
人
に
か
か

わ
る
す
べ
て
の
人
が
認
知
症
の
こ
と
を
正

し
く
理
解
し
、
お
互
い
に
連
携
し
て
い
く

こ
と
で
認
知
症
の
人
の
尊
厳
が
保
持
さ
れ
、

そ
の
人
が
そ
の
人
ら
し
く
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
出
来
る
よ

う
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
の
こ
と
を
正
し
く
理
解
す
る
と

い
う
こ
と
は
ま
ず
初
め
の
第
一
歩
と
言
え

ま
す
。

　

自
分
自
身
の
身
近
な
こ
と
と
し
て
認
知

症
の
人
の
気
持
ち
を
理
解
し
、
認
知
症
の

人
の
困
っ
て
い
る
こ
と
に
ち
ょ
っ
と
し
た

手
助
け
を
す
る
こ
と
は
、
そ
の
人
へ
の
大

き
な
援
助
に
な
り
ま
す
。
交
通
機
関
や
お

店
な
ど
、
ま
ち
の
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
、

温
か
く
見
守
り
適
切
な
援
助
を
し
て
く
れ

る
人
が
い
れ
ば
、
自
分
で
や
れ
る
こ
と
も

増
え
る
で
し
ょ
う
。

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
？

　

昨
年
の
人
権
特
集
号
で
も
ご
紹
介
し
ま

し
た
が
、
そ
の
よ
う
な
取
り
組
み
の
一
つ

が
、「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
で
す
。
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
認
知
症
に
関
す
る

正
し
い
知
識
と
理
解
を
持
ち
、
地
域
や
職

域
で
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
支
援
す

る
人
で
す
。
本
市
で
も
、
３
１
６
４
人
が
、

地
域
の
集
ま
り
や
職
場
研
修
で
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
受
講
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
場
で
活
躍
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
も
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て

認
知
症
の
人
や
家
族
を
見
守
る
活
動
を
始

め
て
み
ま
せ
ん
か
？

一
人
ひ
と
り
の
あ
な
た
が
変
わ

れ
ば
、
地
域
が
変
わ
り
、
ま
ち

が
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

平成３７年には「団塊の世代」が後期高齢者に 

総人口 

（歳） 

１００ 

９０ 

８０ 

７０ 

６０ 

５０ 

４０ 

３０ 

２０ 

１０ 

０ 
０ ５００ １，０００ １，５００ ２，０００ ２，５００ 

（千人） 

1億2,777万人 
７５歳～ 
（９％） 

６５～７４歳（１１％） 

１５～６４歳（６６％） 

～１４歳（１４％） 

２００５年（H１７） 

総人口 

（歳） 

０ ５００ １，０００ １，５００ ２，０００ ２，５００ 
（千人） 

1億1,927万人 

２０２５年（H３７） 

７５歳～ 
（９％） 

～１４歳（１４％） 

６５～７４歳（１２％） 

１５～６４歳 
（６０％） 

７５歳～ 
（１８％） 

～１４歳 
（１０％） 

７５歳～ 
（１８％） 

～１４歳 
（１０％） 

１００ 

９０ 

８０ 

７０ 

６０ 

５０ 

４０ 

３０ 

２０ 

１０ 

０ 

認認認認認認認認認認認認認
知知知知知知知知知知知知知
症症症症症症症症症症症症症
ににににににににににににに
ななななななななななななな
っっっっっっっっっっっっっ
ててててててててててててて
ももももももももももももも
安安安安安安安安安安安安安
心心心心心心心心心心心心心
ししししししししししししし
ててててててててててててて
暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮
ららららららららららららら
ししししししししししししし
ててててててててててててて
いいいいいいいいいいいいい
けけけけけけけけけけけけけ
るるるるるるるるるるるるる
ままままままままままままま
ちちちちちちちちちちちちち
づづづづづづづづづづづづづ
くくくくくくくくくくくくく
りりりりりりりりりりりりり
ををををををををををををを
！！！！！！！！！！！！！

認知症に関する相談窓口

認知症サポーター養成講座の問い合せ先

【福知山市地域包括支援センター】
中央包括支援センター（市役所内） ℡２４‐７０７３・ＦＡＸ２２‐９０７３

東部包括支援センター（三和支所内） ℡５８‐３０１０・ＦＡＸ５８‐３０１３

西部包括支援センター（夜久野支所内） ℡３７‐１１０８・ＦＡＸ３７‐５００２

北部包括支援センター（大江支所内） ℡５６‐１１０６・ＦＡＸ５６‐１１０８
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障
害
の
あ
る
人
が
作
ら
れ
た
製
品
を
「
授
産
」

製
品
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
代
わ
る
言

葉
を
京
都
府
が
全
国
か
ら
募
集
し
て
「
ほ
っ
と
は

あ
と
」
製
品
と
名
づ
け
ま
し
た
。 

　
障
害
が
あ
っ
て
も
い
き
い
き
と
働
き
、
自
立
し

た
社
会
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、「
ほ
っ
と
は
あ
と
」

製
品
が
広
ま
っ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

　
お
菓
子
、
野
菜
、
お
弁
当
な
ど
の
食
品
か
ら
、

ア
ク
リ
ル
た
わ
し
、
草
木
染
、
木
工
パ
ズ
ル
、
手

織
り
製
品
な
ど
の
手
工
芸
品
ま
で
、
そ
の
品
目
は

多
岐
に
渡
り
ま
す
。 

　
ひ
と
つ
ひ
と
つ
心
を
こ
め
て
手
作
り
さ
れ
た
製

品
を
、
贈
答
用
や
日
々
の
生
活
に
ぜ
ひ
お
役
立
て

く
だ
さ
い
。 

　
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー
に
、
「
ほ
っ

と
は
あ
と
製
品
」
の
コ
ー
ナ
ー
を

設
置
し
て
い
ま
す
。 

　
市
内
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
で
製
作
さ
れ
た
魅
力
的
な
製

品
が
多
数
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

注
文
表
や
チ
ラ
シ
な
ど
も
置
い
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
！ 

中
丹
広
域
振
興
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

h
ttp
://w

w
w
.p
ref.k

y
oto.jp

/ch
u
tan
/w
h
ok
en
/ 

1340081002112.h
tm
l 

▼
「
ほ
っ
と
は
あ
と
」
製
品
を
作
っ
て
い
る
事
業
所

の
一
覧
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
中
丹
西
・
東
保

健
所
で
カ
タ
ロ
グ
が
無
料
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。 

■
社
会
福
祉
課
（
℡
２４
‐
７
０
１
７
・
　
２２
‐
９
０
７
３
）

ＦＡＸ 

じ
ゅ
さ
ん 

た
　
き 

ぞ
う 

と
う 
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日
新
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
裏
に

あ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
構
造
物
は
、
そ

こ
か
ら
５
０
０
ｍ
ほ
ど
北
東
の
耕
作
地
に

あ
っ
た
も
の
で
、
第
２
次
世
界
大
戦
末
期

に
、
日
新
地
域
に
あ
っ
た
旧
日
本
海
軍
福

知
山
航
空
基
地
（
石
原
飛
行
場
）
の
遺
構

の
一
部
で
す
。

　

本
来
の
大
き
さ
は
、
長
さ　

・
６
ｍ
、

１０

幅
２
・
１
ｍ
、
高
さ
２
・
５
ｍ
、
厚
さ
０
・

３
ｍ
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
で
、
カ
マ

ボ
コ
形
の
屋
根
の
上
に
土
を 
覆 
い
か
ぶ
せ
、

お
お

戦
闘
機
の
搭
乗
者
が
奇
襲
攻
撃
な
ど
か
ら

退
避
す
る
掩
体
（ 
覆 
い 
隠 
す
）
壕
で
し
た
。

お
お 

か
く

　

航
空
基
地
の
建
設
は
、
当
時
、
最
高
軍

事
機
密
で
あ
っ
た
た
め
、
く
わ
し
い
資
料

は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
昭
和　

年
当
時

２０

の
完
成
率
を
示
す
平
面
図
や
戦
後
の
航
空

写
真
に
よ
れ
ば
、
滑
走
路
は
戸
田
と
石
原

を
結
ぶ
街
道
か
ら
川
北
橋
南
西
ま
で
延
長

１
・
７　

、
幅
１
０
０
〜
２
０
０
ｍ
の
９

km

割
程
が
完
成
し
て
い
た
と
言
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
滑
走
路
に
沿
う
よ
う
に
、
戸
田
に

は
飛
行
機
の
格
納
庫
が
造
ら
れ
、
土
の
段

丘
下
に
は
飛
行
隊 
指  
揮  
所 
や
崖
斜
面
を
利

し 

き 

し
ょ

用
し
て
ト
ン
ネ
ル
状
の
通
路
が
網
の
目
状

に
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
佐
賀
に
は 
弾  
薬  
庫 
や
山
上
の
高
射

だ
ん 
や
く 

こ

砲
   
ほ
う 
台 
、
石
原
に
は
燃
料
格
納
庫
、
前
田
に

だ
い

は
飛
行
機
の
部
品
を
作
る
工
場
な
ど
が
整

備
さ
れ
ま
し
た
が
、
航
空
基
地
は
完
成
を

待
た
ず
に
終
戦
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

明
治　

年
、
大
江
町
河
守
に
生
ま
れ
た

１１

真
下
飛
泉
（
本
名
・ 
瀧  
吉 
）
は
、
教
師
の

た
き 
き
ち

 
傍 
ら
、 
浪  
漫 
主
義
文
学
を
提
唱
し
た 
与  
謝 

か
た
わ 

ろ 

ま
ん 

よ 

さ

 
野  
鉄  
幹 
に 
師  
事 
し
て
、
数
々
の
作
詞
を
手

の 

て
っ 
か
ん 

し 

じ

が
け
ま
し
た
。

　

飛
泉
の
文
名
を
一
世
に
高
く
し
た
も
の

に 
叙
情
的  
叙  
事  
詩 
「
戦
友
」
が
あ
り
ま
す
。

じ
ょ
じ
ょ
う
て
き 
じ
ょ 

じ 

し

「
こ
こ
は
お
国
を
何
百
里
」
で
始
ま
る
こ

の
歌
は
、
日
露
戦
争
の
最
中
、
明
治　

年
３９

に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
、
彼
の 
十
二  
篇 
に

じ
ゅ
う
に 
へ
ん

 
及 
ぶ 
叙  
事  
唱
歌 
の
第
３
作
目
で
す
。

お
よ 

じ
ょ 

じ 

し
ょ
う
か

　
 
三  
善  
和  
気 
の
作
曲
を
得
て
発
表
さ
れ
る

み 

よ
し 

わ 

け

と
、
た
ち
ま
ち
爆
発
的
な
流
行
を
見
せ
、

一
世
を 
風  
靡 
し
ま
し
た
。

ふ
う 

び

　
「
戦
友
」は
戦
意
高
揚
を
図
る
軍
歌
で
は

な
く
、
亡
き
戦
友
へ
の 
鎮  
魂  
歌 
で
あ
り
、

ち
ん 
こ
ん 

か

 
哀
愁 
に
満
ち
た
メ
ロ
デ
ィ
ー
か
ら
一
時
は

あ
い
し
ゅ
う

軍
部
か
ら
禁
止
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、
人
々
の
共
感
を
止
め
る
こ
と
は
誰

に
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

飛
泉
は
ま
た
単
な
る
詩
人
・
文
人
に
と

ど
ま
ら
ず
、
優
れ
た
教
育
実
践
家
で
あ
り
、

そ
の 
卓  
越 
し
た
教
育
論
は
当
時
の
教
育 
思 

た
く 
え
つ 

し

 
潮 
の
先
端
に
あ
り
ま
し
た
。

ち
ょ
う

　

大
正　

年
、
政
治
の
世
界
に
転
身
し
た

１４

飛
泉
は
下
京
区
選
挙
区
か
ら
市
会
議
員
と

し
て
立
候
補
し
、
最
高
得
票
で
当
選
し
ま

し
た
が
、
翌　

年
、
持
病
の
心
臓
病
を
悪

１５

化
さ
せ
永
眠
し
ま
し
た
。

　

飛
泉
の
生
ま
れ
故
郷
・
大
江
町
河
守
に

あ
る
Ｋ
Ｔ
Ｒ
大
江
駅
の
正
面
に
は「
飛
泉
」

と
「
戦
友
」
を 
顕
彰 
す
る
歌
碑
が
建
立
さ

け
ん
し
ょ
う

れ
て
い
ま
す
。

人人人人人人人人人人人人人人
権権権権権権権権権権権権権権
散散散散散散散散散散散散散散
策策策策策策策策策策策策策策
ママママママママママママママ
ッッッッッッッッッッッッッッ
ププププププププププププププ

人
権
散
策
マ
ッ
プ　
〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜
掩掩掩掩掩掩掩掩掩掩掩掩掩掩
体体体体体体体体体体体体体体
壕壕壕壕壕壕壕壕壕壕壕壕壕壕
・・・・・・・・・・・・・・
真真真真真真真真真真真真真真
下下下下下下下下下下下下下下
飛飛飛飛飛飛飛飛飛飛飛飛飛飛
泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉
のののののののののののののの
歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌
碑碑碑碑碑碑碑碑碑碑碑碑碑碑
・・・・・・・・・・・・・・
夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜
久久久久久久久久久久久久久久
野野野野野野野野野野野野野野
茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶
堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂
・・・・・・・・・・・・・・
大大大大大大大大大大大大大大
原原原原原原原原原原原原原原
のののののののののののののの

〜 
掩  
体  
壕 
・ 
真  
下  
飛  
泉 
の 
歌  
碑 
・
夜
久
野
茶
堂
・
大
原
の
産産産産産産産産産産産産産産
屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋
産
屋
〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

え
ん 
た
い 
ご
う 

ま 

し
も 

ひ 

せ
ん 

か 

ひ

掩体壕の 遺  構 
い こう

 
掩  
体  
壕 

え
ん 

た
い 

ご
う

〜
戦
闘
機
飛
行
場
の
跡
〜（

石
原
）

 
真  
下  
飛  
泉 
の 
歌  
碑 

ま 

し
も 

ひ 

せ
ん 

か 

ひ

〜
こ
こ
は
お
国
を
何
百
里
〜

（
大
江
町
河
守
）「戦友」の歌碑
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夜
久
野
茶
堂
は
、
本
尊
に
弘
法
大
師
を

ま
つ
っ
て
い
る
た
め
に
、
別
名
「
大
師
堂
」

と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

寛
政
の
昔
（
１
７
８
９
〜
１
８
０
１
）、

 
一  
道  
貞  
心  
禅  
師 
が
諸
国
巡
歴
の
途
中
、
こ

い
ち 
ど
う 
て
い 
し
ん 
ぜ
ん 

し

の
地
に
至
り
、
す
す
き
の
生
い
茂
る
広
々

と
し
て
果
て
し
な
い
こ
の
地
に
は
水
が
な

く
、
旅
人
が
難
渋
す
る
の
を
見
て
、
村
の

主
人
に
募
っ
て
一
軒
の
僧
堂
を
建
立
し
ま

し
た
。

　

貞
心
禅
師
は
、
月
日
を
か
け
て
水
源
と

な
る
宝
山
を
見
つ
け
、
１
里
（
約
４　

）
km

も
の
長
さ
に
な
る
水
路
を
自
ら
掘
り
進
め
、

茶
堂
前
に
水
を
引
き
入
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
こ
の
水
を
使
い
、
茶
を 
煎 
じ
、

せ
ん

旅
人
に
供
し
た
と
言
い
ま
す
。

　

貞
心
禅
師
は
、
十
年
余
り
の
間
、
多
く

の
人
に
水
を 
施 
し
、
自
ら
は 
清  
貧 
に
身
を

ほ
ど
こ 

せ
い 
ひ
ん

置
き
な
が
ら
、 
飢 
え
や
寒
さ
に
苦
し
む
人

う

に
衣
類
を
投
げ
出
し
、そ
し
て
文
化
７（
１

８
１
１
）
年
に
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

茶
堂
の 
傍 
ら
に
あ
る
石
碑
は
、
貞
心
禅

か
た
わ

師
の　

回
忌
に
あ
た
る
文
政
９
（
１
８
２

１７

６
）
年
に
、
貞
心
禅
師
の 
遺  
徳 
を 
称 
え
て
、

い 

と
く 

と
な

そ
の 
偉
業 
を
永
久
に
忘
れ
な
い
た
め
に
建

い
ぎ
ょ
う

て
ら
れ
ま
し
た
。

　

碑
文
に
は
、
漢
文
で
「
水
は
、
人
間
に

と
っ
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
、

峠
の
坂
で
飲
み
水
が 
渇  
乏 
を
救
っ
た
こ
と
、

か
つ 
ぼ
う

自
ら
労
を
と
っ
た
貞
心
禅
師
の 
辛  
勤 
を 
追 

し
ん 
き
ん 

つ
い

 
慕 
し
た
く
、
こ
の
石
碑
を
建
立
し
た
」
と

ぼ記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
大
原
の
産
屋
」
は
、
三
和
町
の
北
東
、

大
原
地
区
に 
鎮  
座 
す
る
大
原
神
社
の
境
内

ち
ん 

ざ

地
か
ら
川
合
川
を
隔
て
た
対
岸
に
位
置
し
、

切
妻
の
屋
根
を
そ
の
ま
ま
地
面
に
伏
せ
た

よ
う
な
「 
天  
地  
根
元
造 
」
と
い
う
建
築
形

て
ん 

ち 

こ
ん
げ
ん
づ
く
り

式
で
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

産
屋
が
い
つ
頃
建
て
ら
れ
た
か
は
定
か

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
資
料
に
よ
る
と
江

戸
時
代
前
期
に
は
す
で
に
存
在
し
て
い
た

も
の
と
推
測
で
き
ま
す
。

　

産
屋
の
内
部
は
３
畳
ほ
ど
の
大
き
さ
で
、

棟
に
は
お
産
の
際
に
使
用
す
る 
力  
綱 
が 
吊 

ち
か
ら 
づ
な 

つ

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
産
屋
を
利
用
し
て

出
産
を
し
て
い
た
の
は
、
大
正
２
年
頃
ま

で
で
、
そ
の
後
は
自
宅
で
の
出
産
に
な
っ

た
よ
う
で
す
が
、
自
宅
で
の
産
後
に
産
屋

に
泊
ま
り
、
身
体
を
休
め
る
と
い
う
風
習

は
、
昭
和　

年
頃
ま
で
続
き
ま
し
た
。
食

２３

事
や
着
替
え
な
ど
は
、
夫
が
運
ん
だ
と
言

い
ま
す
か
ら
、
現
在
で
言
う
「
イ
ク
メ
ン

（
育
児
を
す
る
男
性
）」の
走
り
だ
っ
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

産
屋
は
全
国
的
に
存
在
し
、
そ
の
起
源

も
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
す
く
な
く
と
も
大

原
の
産
屋
に
お
い
て
は
、
母
親
が
産
屋
に

入
り
、
日
常
の
過
酷
な
労
働
か
ら
解
放
さ

れ
る
こ
と
で
、
産
後
の
肉
体
的
・
精
神
的

な
静
養
と
安
定
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

古
く
か
ら
安
産
を
か
な
え
て
く
れ
る
神

様
と
し
て 
崇 
め
ら
れ
た
大
原
神
社
の
神
様

あ
が

に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、
母
と
子
二
人
、
あ

る
い
は
家
族
水
入
ら
ず
で
過
ご
す
産
屋
に

は
、
昔
の
人
の
母
体
へ
の 
労 
り
と
安
産
へ

い
た
わ

の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

■
生
涯
学
習
課
（
℡　

‐
７
０
６
５
・　
　

２４

ＦＡＸ
２４

‐
４
８
８
０
）

 
夜  
久  
野  
茶  
堂 

や 

く 

の 

ち
ゃ 

ど
う

〜 
貞  
心  
禅  
師 
の 
遺  
徳 
〜

て
い 

し
ん 

ぜ
ん 

し 

い 

と
く

（
夜
久
野
ヶ
原
）夜久野茶堂

 
大  
原 
の 
産  
屋 

お
お 

ば
ら 

う
ぶ 

や

〜
安
産
を
願
っ
て
〜

（
三
和
町
大
原
）

大原の産屋
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沖
縄
人
権
文
化
体
験
研
修
は
、
国
内

最
大
の
地
上
戦
の
地
で
あ
る
沖
縄
を
訪

れ
、
歴
史
、
文
化
、
そ
し
て
沖
縄
戦
の

実
相
を
知
る
こ
と
に
よ
り
、
戦
争
の 
悲 ひ

 
惨 
さ
や
平
和
の 
尊 
さ
を
学
ぶ
こ
と
を
目

さ
ん 

と
う
と

的
と
し
ま
す
。

　

対
象
者
は
、
市
内
在
住
ま
た
は
、
市

内
の
高
等
学
校
に
在
学
す
る
生
徒
お
よ

び
市
内
在
住
の　

歳
未
満
の
社
会
人
で
、

１８

今
年
度
は
５
人
の
高
校
生
が
参
加
し
、

８
月
８
日
か
ら
８
月　

日
の
３
日
間
の

１０

現
地
学
習
だ
け
で
な
く
、
事
前
・
事
後

学
習
と
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
夏
休
み
を

過
ご
し
ま
し
た
。

　　
８
月
８
日（
木
）　
平
和
へ
の
祈
念　　

那
覇
空
港
着　
↓　
小
桜
の
塔
・
海
鳴
り

の
像　
↓　
ひ
め
ゆ
り
の
塔　
↓　
平
和
祈

念
資
料
館　
↓　 
魂  
魄 
の
塔　
↓　
韓
国
人

こ
ん 
ぱ
く

慰
霊
塔
・
平
和
の 
礎 　
↓　 
首
里
城 

い
し
じ 

し
ゅ
り
じ
ょ
う

　

平
和
祈
念
公
園
内
に
あ
る
１
１
４
基

１
１
８
４
面
に
も
お
よ
ぶ 
刻  
銘  
版 
に
は
、

こ
く 
め
い 
ば
ん

敵
も
味
方
も
、
戦
争
の
責
任
者
も
一
般

の
民
衆
も
同
一
の
場
所
に
同
じ
よ
う
に

戦
争
の
犠
牲
者
と
し
て
、
そ
の
名
が
刻

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
戦
争
で
一
家
全
滅
や
役
場
が

燃
え
て
住
民
台
帳
も
な
く
な
っ
た
た
め
、

「
○
○
の
長
男
」
や
「
○
○
の
長
女
」

の
よ
う
に
刻
銘
さ
れ
て
い
る
犠
牲
者
も

い
ま
す
。

　
８
月
９
日（
金
）　
愛
楽
園
を
訪
れ
て

チ
ビ
チ
リ
ガ
マ　
↓　 
嘉  
数 
高
地　
↓　 
辺 

か 

か
ず 

へ

 
野  
古 
・
大
浦
湾　
↓　
国
立
ハ
ン
セ
ン
病

の 

こ

療
養
所
「
愛
楽
園
」

　

ハ
ン
セ
ン
病
は
「
ら
い
菌
」
に
感
染

す
る
こ
と
で
発
症
す
る
病
気
で
す
が
、

ハ
ン
セ
ン
病
に
対
す
る
誤
っ
た
理
解
や

偏
見
に
よ
り
、
患
者
や
そ
の
家
族
は
厳

し
い
差
別
の
現
実
に
直
面
し
て
き
ま
し

た
。

　

愛
楽
園
で
は
、
入
居
者
が
安
心
し
て

生
活
で
き
る
環
境
整
備
の
ほ
か
、
ハ
ン

セ
ン
病
の
正
し
い
理
解
に
向
け
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
す
。

　　
８
月　

日（
土
）　
沖
縄
戦
の
記
憶　　

１０

 
南  
風  
原 
文
化
セ
ン
タ
ー　
↓　
ア
ブ
チ
ラ

は 

え 

ば
る

ガ
マ（ 
糸  
数 
壕
）　
↓　
旧
海
軍
司
令
部
壕

い
と 
か
ず

↓　
福
知
山

　
「
ガ
マ
」
と
は
、
沖
縄
の
言
葉
で 
洞  
窟 

ど
う 
く
つ

や
く
ぼ
み
の
こ
と
を
指
し
、
沖
縄
戦
中

に
は
軍
の
基
地
や
、
住
民
の
避
難
所
と

し
て
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

ゲ
リ
ラ
戦
の
被
害
を
恐
れ
た
米
軍
は
、

こ
う
し
た
ガ
マ
に
徹
底
的
な
攻
撃
を
仕

掛
け
、
空
気
穴
か
ら
ガ
ソ
リ
ン
を
流
し

て
火
を
つ
け
た
り
、
生
き
埋
め
に
し
よ

う
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
う
し
た
米

軍
の
攻
撃
以
外
に
も
、
撤
退
命
令
後
に

動
け
な
い
傷
病
兵
は
機
密
保
持
の
た
め
、

毒
薬
を
飲
ま
さ
れ
た
り
し
ま
し
た
。

■
生
涯
学
習
課
（
℡　

‐
７
０
６
５
・

２４

　
　

‐
４
８
８
０
）

ＦＡＸ
２４

平和の礎：沖縄戦で亡くなった２０万人余
りのすべての戦没者と世界の恒久平和を
祈念し、平成７年に建立されました。

声なき子供たちの碑：過去、ハンセン病
患者が妊娠すると強制的に人工中絶が行
われました。この碑は「この世に声をあ
げたかったのに、それが許されなかった
子ども達」を供養するものです。

アブチラガマ（糸数壕）：全長２７０ｍのアブ
チラガマは、南風原陸軍病院の糸数分室
として使用され、軍医、看護婦、ひめゆ
り学徒隊が配属されました。

写真右から　福知山成美高等学校　　 足  立 　 輝  希 さん
あ だち てる き

中丹支援学校高等部　　 上  田 　 健  介 さん
うえ だ けん すけ

大江高等学校　　　　　 荒  賀  奈  々   子 さん
あら が な な こ

京都共栄学園高等学校　 森  脇 　 幸  隆 さん
もり わき ゆき たか

京都共栄学園高等学校　 荻  野 　 将  成 さん
おぎ の まさ なり

～５人の高校生が、本市 
　　　人材育成リーダーに任命されました～ 沖縄人権文化体験研修 沖縄人権文化体験研修 沖縄人権文化体験研修 

宣　
　

言　
　

文　
　

・
真
相
を
見
極
め
、
真
実
を
伝
え
ら

れ
る
人
間
に
な
る
。

・
一
人
ひ
と
り
が 
喧  
嘩 
を
し
な
い
よ

け
ん 

か

う
に
、
平
和
に
暮
ら
す
。

・
生
き
て
い
る
こ
と
に
感
謝
。

・
人
の
痛
み
の
分
か
る
人
間
に
な
る
。

・
正
し
い
知
識
を
持
っ
て
、 
偏 
っ
た

か
た
よ

意
見
に 
惑 
わ
さ
れ
な
い
。

ま
ど
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平 和  
学 習  

本
市
の
高
校
生
３
人
が
８
月
に

被
爆
地
長
崎
で
の
平
和
学
習
に
参

加
し
、
平
和
と
人
権
の
尊
さ
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組

み
は「
恒
久
平
和
の
ま
ち
福
知
山
」

を
参
加
者
と
と
も
に
確
か
な
も
の

に
す
る
た
め
、
毎
年
実
施
し
て
い

ま
す
。

現
地
で
は
原
爆
投
下
日
の
平
和

祈
念
式
典
へ
の
参
列
な
ど
を
お
こ

な
い
ま
し
た
が
、
こ
の
特
集
記
事

で
は
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
青
少
年

と
２
日
間
に
渡
っ
て
一
緒
に
平
和

に
つ
い
て
学
習
し
交
流
を
深
め
る

「
青
少
年
ピ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

で
の
学
習
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を

当
て
、
皆
さ
ん
に
ご
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

①
「
被
爆
者
と
語
ろ
う
」

　

８
〜　

人
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

１０

被
爆
者
の
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
少
人
数
で
被
爆
者
と
対

話
が
で
き
る
大
変
貴
重
な
機
会
と
な

り
ま
し
た
。
平
和
な
世
界
の
た
め
に
、

被
爆
当
時
の
様
子
や
体
験
を
次
の
世

代
に
語
り
継
ぎ
た
い
と
い
う
想
い
が

ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

②
「
意
見
交
換　

核
兵
器
は
な
く

せ
る
？
な
く
せ
な
い
と
思
う
？
」

　

な
く
せ
る
、
な
く
せ
な
い
と
思
う

立
場
に
別
れ
て
話
合
い
ま
し
た
。
現

在
、
色
ん
な
国
が
な
く
す
方
向
に
向

い
て
い
る
か
ら
な
く
せ
る
、
戦
争
を

 
抑  
止 
す
る
効
果
も
あ
る
の
で
な
く
す

よ
く 

し

こ
と
は
難
し
い
な
ど
、
両
者
か
ら
さ

ま
ざ
ま
な
意
見
が
で
ま
し
た
。

③
「
核
兵
器
の
な
い
平
和
な
社
会

を
作
っ
て
い
く
た
め
に
私
た
ち
に

で
き
る
こ
と
」

　

②
の
意
見
交
換
で
出
た
意
見
を 
踏 ふ

ま
え
て
、
み
ん
な
で
考
え
て
み
ま
し

た
。
原
爆
の 
残  
酷 
さ
を
知
ら
な
い
人

ざ
ん 
こ
く

に
知
っ
て
も
ら
う
、
選
挙
に
行
く
、

音
楽
の
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
で
興
味
を

持
っ
て
も
ら
う
、Ｓ
Ｎ
Ｓ（
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ

ス
の
略
）、
メ
デ
ィ
ア
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
署
名
を
フ
ル
活
用
し
世
論
を

動
か
す
、
な
ど
の
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
い
ま
し
た
。
２
日
間
の
学
習
を
通

し
て
、
私
た
ち
若
い
世
代
で
も
や
れ

る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
と
感
じ
ま

し
た
。

※
Ｓ
Ｎ
Ｓ
／
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た

日
記
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を
通
じ
て
友
人

や
知
人
・
共
通
の
趣
味
を
持
つ
人
達
と
の

交
流
を
目
的
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
総
称
。

■
人
権
推
進
室
（
℡　

‐
７
０
２
２
・

２４

　
　

‐
６
５
３
７
）

ＦＡＸ
２３

福知山高等学校　　　 山  下 　 大  輝 
やま した だい き

福知山成美高等学校　 谷  尻 　　 有 
たに じり ゆう

福知山淑徳高等学校　 亀  田 　 樹  梨 
かめ だ じゅ り

本市から
の参加者
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本
市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の 
情
操 

じ
ょ
う
そ
う

を
豊
か
に
し
、
命
の
大
切
さ
や
相
手

に
対
す
る
思
い
や
り
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
て
い
く
た
め
に
、
法
務
局
や

人
権
擁
護
委
員
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

『
人
権
の
花
』
運
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
京
都
府
の
人
権
の

花
で
あ
る
「 
水  
仙 
」
を
み
ん
な
で
育

す
い 
せ
ん

て
る
こ
と
に
よ
り「
思
い
や
り
の
心
」

「
協
力
す
る
心
」「
感
謝
す
る
心
」
を

育
て
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
秋
に
は
市
内
の
各
小
学
校
や

幼
稚
園
、
保
育
園
な
ど
を
訪
問
し
、

子
ど
も
た
ち
に
水
仙
の
球
根
や
鉢
な

ど
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
あ
と
啓
発
ビ

デ
オ
や
人
形
劇
、
紙
芝
居
な
ど
で
人

権
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
学
習
し

ま
す
。
併
せ
て
水
仙
の
植
付
け
式
を

行
い
、「
思
い
や
り
」
と
い
う
花
言
葉

を
も
つ
水
仙
の
植
え
方
や
育
て
方
を

教
わ
っ
た
あ
と
、
子
ど
も
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
春
に
は
立
派
な
花
が
咲
き

ま
す
よ
う
に
と
願
い
を
込
め
て
鉢
に

植
え
て
い
き
ま
す
。

　

平
成　

年
度
は
、
天
津
小
学
校
、

２４

上
豊
富
小
学
校
、
上
川
口
小
学
校
、

三
岳
小
学
校
、
金
谷
小
学
校
、
佐
賀

小
学
校
、
げ
ん
鬼
保
育
園
を
訪
問
し
、

３
５
６
人
の
子
ど
も
た
ち
が
水
仙
の

栽
培
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

今
年
は
格
別
寒
さ
の
厳
し
い
冬
で

し
た
。
花
の
生
育
は
思
わ
し
く
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
み
ん
な
で
鉢
植

え
し
た
球
根
が
、
寒
さ
に
も
め
げ
ず

に
力
強
く
芽
を
出
し
３
月
に
入
っ
て

よ
う
や
く
つ
ぼ
み
が 
膨 
ら
み
始
め
、

ふ
く

中
旬
に
な
り
一
気
に
美
し
い
花
が
咲

き
始
め
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
植
付
け
式
か
ら
心

を
込
め
て
大
切
に
育
て
て
く
れ
た
こ

と
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、

花
を
咲
か
せ
た
水
仙
を
前
に
感
謝
状

と
記
念
品
の
贈
呈
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
水

仙
の
花
を
大
事
に
育
て
た
心
、
人
を

大
切
に
思
い
や
る
心
と
し
て
持
ち
続

け
、
立
派
な
大
人
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
「
人
権
の
花
」
運
動
を
通
し
て
、
今

回
も
、
ま
た
、
一
人
ひ
と
り
に
、
優

し
い
心
、
豊
か
な
心
が
確
か
に
育
っ

て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

■
人
権
推
進
室
（
℡　

‐
７
０
２
２
・

２４

　
　

‐
６
５
３
７
）

ＦＡＸ
２３

植付け式では一人ずつ植付け式では一人ずつ
水仙の球根を植えました。水仙の球根を植えました。

紙芝居を使って人権学習をしました。紙芝居を使って人権学習をしました。 美しく咲いた水仙の花美しく咲いた水仙の花

＝「人権の花」運動＝＝「人権の花」運動＝

思いやりの心を大切に思いやりの心を大切に
人権イメージキャラクター

人ＫＥＮまもる君・人ＫＥＮあゆみちゃん

人
に
い
ち
ば
ん
近
い

ま
ち
づ
く
り

ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト

　
　

月
の
人
権
週
間
推
進
事
業
と
し

１２
て
、
ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト
を
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

 
時　
　

月　

日（
木
）

１２

１２

　
　
 
午
後
７
時
〜
９
時

 
所　

市
民
会
館
４
階
ホ
ー
ル

（
内
記
三
丁
目
）

テ
ー
マ　
「
輝
く
命
の
た
め
に
」

出
演　
 
新  
井  
宗  
平 
さ
ん
（
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ

あ
ら 

い 

そ
う 
へ
い

教
育
テ
レ
ビ
歌
の
お
に
い
さ
ん
）

 
山  
本 
か
ず
み
さ
ん（
歌
の
お
姉
さ
ん
）

や
ま 
も
と

パ
ネ
ル
展　

子
ど
も
の
人
権
啓
発
パ

ネ
ル
展　
　
　
　
　

入
場
料　

無
料
・
予
約
不
要

そ
の
他　

本
市
の「
ご
当
地
キ
ャ
ラ
」

も
出
演
し
ま
す
。
お
楽
し
み
に
。

　

保
育
ル
ー
ム
・
要
約
筆
記
・
手
話

通
訳
・
赤
外
線

補
聴
シ
ス
テ
ム

を
準
備
し
て
い

ま
す
。


